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　要約

　この論文では卒業研究が成功する必要条件について考察した｡先行研究や事例研究から､いい卒論を書いている人の特徴､研究の進め方の特徴に大別して､仮説を設定した｡大学生を対象とした調査によってデータを収集し､共分散構造分析によって仮説を設定したところ､個人の特性としては､知識､関与､好奇心､コミュニケーション能力､期限を厳守する勤勉さについて､正で有意な関係が支持された｡プロセスについては､早期の作業開始､自己からのフィードバック､他者からのフィードバックが正で有意となった｡パス係数の大きさは後者が大きく､個人の要因も重要であるが､卒業研究をいかに進めていくのかというプロセス管理が重要であることがわかった｡

　キーワード

　　個人の特性､研究プロセスのマネジメント､卒業論文

Title in English

Subtitle, if necessary 

Month, 201*
Your name

　Abstract

　Please state purpose of your research, method, and result(s) briefly.　 Please state purpose of your research, method, and result briefly. Please state purpose of your research, method, and result briefly. Please state purpose of your research, method, and result briefly. Please state purpose of your research, method, and result briefly. Please state purpose of your research, method, and result briefly.

　Key Words

　　Keyword1, Keyword2, Keyword3,..

はじめに

目次

I　章　　　この章のタイトル

　この章では､､､のように､この章ですることの概要を説明｡
1.
1)
(1)

2.
3.本章のまとめ
II章　　　この章のタイトル

以下同様
参考文献

　著者名､発行年､タイトル(雑誌の場合は記事名と掲載誌名､Vol, No.も)　チェックシート参照
雑誌の場合は　｢論文名｣『雑誌名』巻､号､ページ

濱岡豊(2004)「共進化マーケティング　消費者が開発する時代におけるマーケティング」『三田商学』Vol. 47, No. 3, pp.??-??
単行本の場合は､タイトル､出版社名

濱岡豊(1994)「消費者の意思決定とクチコミの影響のメカニズム」東京大学大学院　博士(学術)論文
翻訳の場合

翻訳版しかみていないなら、

ローゼン、エマニュエル著、濱岡豊訳(2002)『クチコミはこうしてつくられる　おもしろさが伝わるバズ・マーケティング』日本経済新聞社,2002年[Emanuel Rosen(2000), Anatomyof Buzz,business books]

原書もみたならば、

Rosen, Emanuel (2000), Anatomyof Buzz,business books(濱岡豊訳(2002)『クチコミはこうしてつくられる　おもしろさが伝わるバズ・マーケティング』日本経済新聞社,2002年)

付属資料
 (あれば)

　調査票やRからの生出力などはこっちに｡

PAGE  
7

